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研究テーマ
• 代数幾何学
• 双有理幾何学
• 極小モデル理論
• 特異点理論
• 組合せ論

研究テーマの概要
(1) 代数幾何学の中でも特に双有理幾何学を研究しています. 双有理幾何学の目標は, 複素代数多様
体の各双有理同値類の中から, 性質の良い代表元を見つけることです. 1980年代に「性質の良い代表
元」を見つけ出す具体的な方法論—極小モデルプログラム (MMP)—が提起されました. この方法論
は「部分多様体をつぶす操作を繰り返すことで, 性質の良い代表元 (=極小モデル) に到達する」とい
うものです. このプログラムがうまく走り, 有限回のステップの後に終了することを証明するために
は, 「フリップという操作の存在」と「フリップが無限に繰り返さないこと」を証明する必要があり
ます. 「フリップの存在」は2000年代にBirkar–Cascini–Hacon–McKernanにより証明されましたが,

後者の「フリップの停止問題」は未だ解決されていません. それゆえ「フリップの停止問題」を解決
することが双有理幾何学における大きな目標となっています.

私は特異点理論の方面から「フリップの停止問題」を解決することを目指して研究しています. 背
景として, フリップの停止問題は特異点に関する 2つの予想—“ACC予想”と “LSC予想”—に帰着さ
れることが知られています. これを動機として, ACC予想とLSC予想に取り組んできました：

• 弧空間 (arc space) の理論を使って商特異点のACC予想とLSC予想を研究 ([1],[8]など).

• 極小モデル理論の結果を使ってACC予想を研究 ([2],[3]など).

(2) (1)は極小モデル理論の基礎理論に関する研究です. 一方で, 極小モデル理論の応用にも興味があ
ります. このような方向性としては 「有限体上定義されたFano多様体の有理点問題」について研究
したことがあります. Esnault (2003) の結果「有限体上定義された非特異Fano多様体は必ず有理点
を持つ」を, 極小モデル理論を使うことで特異点がある (3次元の) 場合に拡張しました ([4],[5],[6]).

(3) ここ最近, 趣味が高じて「Ehrhart理論の周期グラフへの拡張」というテーマで, 代数幾何とは直
接関係のない純粋な組合せ論の研究もしています. Ehrhart理論自体はトーリック多様体のコホモロ
ジー的な解釈 (消滅定理や双対性) がありますが, 周期グラフの場合にはそのような解釈がいまだ見
いだせていません. 将来的には何らかの代数幾何学的背景を見つけられたら面白いなと思っています
([7],[9],[10]).
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• 2018年 日本数学会賞 建部賢弘奨励賞,「極小対数的食い違い係数と有限体上の極小モデル理論
の研究」
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学生へのメッセージ
代数幾何学の入門書としては“Hartshorne”が定番です：

• R. Hartshorne, Algebraic geometry, Graduate Texts in Mathematics, Springer–Verlag, 1977.

スキーム論・コホモロジー理論が学べる同内容の新しい本でもOKです. スキーム論は抽象的でイ
メージがつかみにくいので, “Shafarevich”を平行して読むことを薦めています：

• I. R. Shafarevich, Basic algebraic geometry 1, 3rd ed., Springer, 2013.

また, 次の本はトーリック多様体を解説した大著ですが, 各章の始めにその章で必要な代数多様体論
の基礎的な概念がコンパクトにまとめてあり, トーリック多様体を勉強しない人にとっても参考にな
ると思います.

• D. A. Cox, J. B. Little and H. K. Schenck, Toric varieties, Graduate Studies in Mathematics,

American Mathematical Society, 2011.

“Hartshorne”を読んだ後, 双有理幾何学を勉強する場合は

• J. Kollár, S. 森, 「双有理幾何学」, 岩波書店.

• Y. 川又, 「高次元代数多様体論」, 岩波書店.

などを読むことを薦めています. ここまでくれば具体的な研究に入ることができる印象です (個別の
論文を読み始めることができる).

組合せ論については (私自身は専門家とは言えませんが), 現時点で



• R. P. Stanley, Combinatorics and commutative algebra, Progress in Mathematics, Birkhäuser

Boston, 1983.

• M. Beck and S. Robins Computing the continuous discretely, 2nd ed., Undergraduate Texts

in Mathematics, Springer, 2015.

• D. F. Hlot, S. Rees and C. E. Röver Groups, languages and automata, London Mathematical

Society Student Texts, Cambridge University Press, 2017.

といった方向に興味があります.


